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研究要旨 

食品用器具・容器包装、おもちゃ及び洗浄剤（以下、「器具・容器包装等」）の安全

性は、食品衛生法の規格基準により担保されているが、近年、食品の安全性及びその

信頼性の確保に関する関心の高まりとともに、その試験及び分析に求められる信頼性

の確保も重要な課題となっている。そこで、フタル酸エステル類の材質試験と溶出試

験の性能評価、並びに乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（乳等省令）における

ヒ素試験法の改良に関する検討を実施した。 

フタル酸エステル材質試験及び溶出試験については、民間の登録検査機関、国及び

地方自治体の衛生研究所等の 20 または 19 機関により試験室間共同試験を実施し、そ

れぞれの性能を評価した。それぞれ 4 検体を各試験機関に配付し、検体中のフタル酸

ジブチル（DBP）、フタル酸ベンジルブチル（BBP）、フタル酸ビス(2-エチルへキシ

ル)（DEHP）、フタル酸ジ-n-オクチル（DNOP）、フタル酸ジイソノニル（DINP）及

びフタル酸ジイソデシル（DIDP）について試験を行った。材質試験では、いずれのフ

タル酸エステルにおいても性能パラメーターの値は良好であり、規格試験法として十

分な性能を有していることが判明した。しかし、BBP と DNOP では、カラム温度や装

置メーカーの違いによる差が見られ、特に検量線の形状が 2 次曲線である場合は、マ

トリックスによる増感効果を受けることで試験溶液の濃度がやや高くなる傾向があっ

た。また、今回の試験室間共同試験では、一部の試験機関がテレフタル酸ビス(2-エチ

ルへキシル)（DEHTP）を DNOP、フタル酸ジシクロヘキシル（DCHP）を DEHP と誤

認した。DEHTP は規制対象のフタル酸エステルの代替としての使用頻度が増大してき

ているため、DNOP と疑われるピークが検出された場合は、必ず保持時間やマススペ

クトルを DEHTP と比較して定性する必要がある。溶出試験においても、提案した方

法は規格試験法として十分な性能を有することが確認された。しかし、外れ値となる

結果が散見されたことから、各試験機関においては十分な精度管理を実施する必要が

あった。 

ヒ素試験法の改良では、乳等省令のヒ素試験法における試験溶液の調製法（硫硝酸

法）の代替法として、食品添加物公定書「ヒ素試験法」における検液の調製 第 3 法及

び第 4 法における検液の調製法（硝酸マグネシウム・エタノール法）の適用性を検証

した。硝酸マグネシウム・エタノール法は、現行の硫硝酸法に比べて試験に要する期

間が短く強酸等も使用しないため簡便で安全であり、試験溶液の調製操作による結果

のばらつきも小さいことから、試験溶液調製法の代替法として使用可能と考えられた。 
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